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平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
日

(

月
曜
日)

号
外
第
二
十
二
号

目

次

人
事
委
員
会

○
人
事
委
員
会
規
則
一
―
二

(

現
行
規
則
の
廃
止)

の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

(

職

員

課)

…

�

○
人
事
委
員
会
規
則
二
―
〇

(

人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織)

の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

(

管

理

課)

…

�

○
人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
八(

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

職

員

課)

…

�

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇

(

給
料
等
の
支
給)

等
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

(

同

)

…

�

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
八

(

給
料
表
の
適
用
範
囲)

の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

(
同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九

(

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

同

)
…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
一

(

へ
き
地
手
当
等)

の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二

(

初
任
給
調
整
手
当)

の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
五

(

宿
日
直
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
七

(

管
理
職
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
六

(

農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当)

の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五

(

地
域
手
当)

等
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
一
一

(

特
地
勤
務
手
当
等)

の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
三
三

(

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当)

の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
四

(

放
射
線
取
扱
手
当)

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
五

(

食
肉
衛
生
検
査
手
当)

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
六

(

犯
則
取
締
等
手
当)

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
七

(

特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
の
調
整)

(

同

)

…
��

○
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八(

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

同

)

…
�	

人

事

委

員

会

人
事
委
員
会
規
則
一
―
二(

現
行
規
則
の
廃
止)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
一
―
二

(

現
行
規
則
の
廃
止)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
一
―
二

(

現
行
規
則
の
廃
止)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
三
項
の
次
に
次
の
十
二
項
を
加
え
る
。

144

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九

(

給
料
の
調
整
額
。
昭
和
三
十
二
年
十
月)

は
、
廃
止
す
る
。

145

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
三(

精
神
保
健
業
務
手
当
。
昭
和
三
十
六
年
十
月)

は
、
廃
止
す
る
。

146

人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
〇

(

農
薬
散
布
作
業
手
当
。
昭
和
五
十
二
年
十
二
月)

は
、
廃
止
す

る
。

147

人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
一

(

種
雄
牛
馬
等
取
扱
手
当
。
昭
和
三
十
七
年
十
月)

は
、
廃
止
す

る
。

148

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
二

(

放
射
性
物
質
取
扱
手
当
。
昭
和
四
十
四
年
四
月)

は
、
廃
止

…
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( )

す
る
。

149

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
一
五

(

漁
業
取
締
手
当
。
昭
和
四
十
六
年
十
月)

は
、
廃
止
す
る
。

150

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
二
〇

(

火
薬
等
災
害
調
査
手
当
。
昭
和
四
十
八
年
三
月)

は
、
廃
止

す
る
。

151

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
二
二

(

水
中
選
別
作
業
手
当
。
昭
和
四
十
八
年
九
月)

は
、
廃
止
す

る
。

152

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
三
七(

潜
水
作
業
手
当
。
昭
和
五
十
一
年
十
二
月)

は
、
廃
止
す
る
。

153

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
四
八

(

農
業
者
育
成
業
務
手
当
。
昭
和
五
十
八
年
十
二
月)

は
、
廃

止
す
る
。

154

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
五
〇

(
航
空
手
当
。
昭
和
五
十
八
年
十
二
月)

は
、
廃
止
す
る
。

155

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
七
八

(
冬
期
滑
走
路
管
理
手
当
。
平
成
十
二
年
三
月)

は
、
廃
止
す

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
二
―
〇

(

人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織)
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
二
―
〇

(

人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
二
―
〇

(

人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
職
員
課
の
項
第
七
号
中

｢

公
益
法
人
等｣

を

｢

公
益
的
法
人
等｣

に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
八

(

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
八

(

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等)

の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
八

(

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

｢
｢

財
団
法
人
青
森
県
国
際
交
流
協
会

別
表
第
一
中

財
団
法
人
青
森
県
国
際
交
流
協
会

を

｣

地
方
独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業
技
術

に
改
め
る
。

セ
ン
タ
ー｣附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇(

給
料
等
の
支
給)

等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇

(

給
料
等
の
支
給)

等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇

(

給
料
等
の
支
給)

等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇

(

給
料
等
の
支
給)

の
一
部
改
正)

第
一
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇

(

給
料
等
の
支
給)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
二
第
二
号
及
び
第
三
号
中

｢

第
十
二
条
に
お
い
て｣

を

｢

以
下｣

に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

福
祉
業
務
手
当

第
十
一
条
第
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第

五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

食
肉
衛
生
検
査
手
当

第
十
一
条
第
一
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

七

実
習
指
導
手
当

第
十
一
条
第
一
項
中
第
八
号
及
び
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
八
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
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( )

二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

福
祉
業
務
手
当

第
十
一
条
第
二
項
中
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
削
り
、
第
七
号
を
第
四
号
と
し
、
第
八
号
を

削
り
、
第
九
号
を
第
五
号
と
し
、
第
十
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

病
害
虫
防
除
手
当

第
十
一
条
第
二
項
中
第
十
一
号
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

九

犯
則
取
締
等
手
当

第
十
一
条
第
二
項
中
第
十
三
号
を
削
り
、
第
十
四
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
五
号
及
び
第
十
六

号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
削
り
、
第
二
十
一

号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
二
十
二
号
中

｢

刑
事
警
備
作
業
手
当｣

の
下
に

｢

、
警
衛
警
護
手

当
、
犯
罪
鑑
識
作
業
手
当
、
交
通
捜
査
取
締
等
手
当
、
警
ら
作
業
手
当｣

を
加
え
、

｢

火
薬
等
取

締
業
務
手
当
、
爆
発
物
処
理
作
業
手
当｣

を

｢
爆
発
物
等
処
理
作
業
手
当｣

に
改
め
、

｢

、
実
習

指
導
手
当｣

、

｢

、
特
殊
危
険
物
質
処
理
作
業
等
手
当｣

及
び

｢

、
山
岳
遭
難
救
助
作
業
手
当｣

を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中

｢

割
合｣

の
下
に

｢
(

再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
又
は
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
、
正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
に

お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
日

に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
八
時
間
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
零
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

｣

を
加
え
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三

(

県
税
事
務
手
当)

の
一
部
改
正)

第
二
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三

(

県
税
事
務
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務)

第
二
条

条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務
は
、
出
張
し
て
納
税
義
務
者
等

(

国
及
び
地
方
公
共
団
体
等
を
除
く
。)

と
直
接
接
し
て
行
う
県
税
の
調
査
、
検
査
、
徴
収
、

滞
納
処
分
又
は
犯
則
取
締
に
関
す
る
業
務
と
す
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

手
当
額)

第
三
条

手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円
と
す
る
。

第
五
条
を
削
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四

(

感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当)

の
一
部
改
正)

第
三
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四

(

感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
中

｢

二
百
九
十
円｣

を

｢

三
百
円｣

に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇

(

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当)

の
一
部
改
正)

第
四
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇

(

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
�
ア
中

｢

三
千
二
百
円｣

を

｢

六
千
四
百
円｣

に
、

｢

あ
つ
て
は｣

を

｢

あ
っ

て
は｣

に
改
め
、
同
号
�
イ
及
び
ウ
中

｢

三
千
円｣

を

｢

六
千
円｣

に
改
め
、
同
号
�
及
び
�
中

｢

千
七
百
円｣

を

｢

三
千
四
百
円｣

に
改
め
、
同
号
�
中

｢

千
二
百
円｣

を

｢

二
千
四
百
円｣

に

改
め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中｢

あ
つ
て｣

を｢

あ
っ
て｣

に
改
め
、

同
号
�
を
削
り
、
同
号
�
を
同
号
�
と
し
、
同
号
�
を
同
号
�
と
し
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、

同
条
第
五
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

学
校
職
員
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
職
員
が
、
障
害
の
あ
る
幼
児
、
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る

授
業
又
は
指
導
に
従
事
す
る
場
合

�

特
別
支
援
学
校
に
勤
務
す
る
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、

講
師
、
寄
宿
舎
指
導
員
及
び
実
習
助
手

�

小
学
校
又
は
中
学
校
に
勤
務
す
る
教
諭
、
助
教
諭
及
び
講
師
の
う
ち
、
学
校
教
育
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
二
十
六
号)

第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
特
別
支
援
学
級
を
担
当
し
、

特
別
支
援
教
育
に
直
接
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す
る
も
の
及
び
学
校
教
育
法
施
行
規
則

(

昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号)

第
百
四
十
条
に
規
定
す
る
児
童
又
は
生
徒
に
対

す
る
特
別
支
援
教
育
に
直
接
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す
る
も
の

勤
務
一
月
に
つ
き

一
万
二
千
六
百
円

(

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
、
地
方
公
務
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
三
年
法
律
第
百
十
号)

第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る

職
員

(

以
下

｢

短
時
間
勤
務
職
員｣

と
い
う
。)

に
あ
っ
て
は
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ

き
六
百
円)

第
二
条
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
削
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

手
当
の
減
額)

第
三
条

前
条
第
四
号
に
規
定
す
る
職
員(

短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。)

が
一
の
月
に
お
い
て
、

勤
務
し
た
日
が
十
五
日
未
満
で
あ
る
場
合
の
そ
の
月
に
お
け
る
同
号
の
手
当
の
額
は
、
同
号
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円
と
し
て
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
七

(

警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当)

の
一
部
改
正)
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第
五
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
七

(

警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中

｢

か
ら
第
四
号
ま
で
の
作
業
手
当

(

次
項
に
定
め
る
指
定
作
業
に
対
す
る
手

当
を
除
く
。)

｣

を

｢

、
第
三
号
及
び
第
四
号
の
手
当｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

定
め
る
指

定
作
業｣
を

｢

指
定
す
る
警
衛
又
は
警
護
の
作
業｣

に
、

｢

警
察
本
部
長
が
指
定
す
る
警
護
員
が

従
事
す
る
警
衛
又
は
警
護
の
作
業
の
う
ち｣

を

｢

側
近
警
衛
又
は｣

に
改
め
、

｢

手
当
は
、｣

の

下
に

｢

警
察
本
部
長
が
指
定
す
る｣

を
加
え
、

｢
(

月
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
刑
事
警
備
作
業
手

当
を
受
け
る
者
が
第
五
条
第
十
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
す
る
場
合
を
除
く
。)

｣

を

削
り
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の
手
当
は
、
警
察
官
が
、
警
ら
、
雑
踏
警
備
又
は
重
要
な
施

設
の
警
戒
等
の
作
業
に
従
事
す
る
場
合
に
支
給
す
る
。

第
二
条
第
五
項
中

｢

あ
た
つ
て｣

を

｢
当
た
っ
て｣

に
改
め
、
同
条
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

７

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
九
号
の
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
支
給
す
る
。

一

警
察
本
部
の
爆
発
物
処
理
班
員
が
次
に
掲
げ
る
作
業

(

以
下

｢

爆
発
物
処
理
作
業｣

と
い

う
。)

に
従
事
す
る
場
合
又
は
爆
発
物
処
理
班
員
以
外
の
警
察
職
員
が
、
周
囲
の
状
況
か
ら

特
に
緊
急
を
要
す
る
措
置
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
爆
発
物
処
理
作
業
に
従

事
す
る
場
合

ア

容
疑
物
件

(

爆
発
物
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
物
件
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
種
類
等

の
識
別
及
び
認
定
の
作
業

イ

危
険
防
止
の
た
め
、
容
疑
物
件
の
周
囲
の
砂
袋
、
タ
イ
ヤ
等
を
積
み
上
げ
る
等
の
し
ゃ

へ
い
作
業

ウ

容
疑
物
件
の
冷
却
作
業
又
は
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
作
業

エ

容
疑
物
件
の
処
理
筒
へ
の
収
納
及
び
搬
送
作
業

オ

容
疑
物
件
の
解
体
作
業

カ

容
疑
物
件
の
爆
破
の
た
め
の
特
に
危
険
な
作
業

キ

前
各
号
の
作
業
に
当
た
り
容
疑
物
件
に
接
近
し
て
指
揮
を
行
う
作
業

二

警
察
職
員
が
次
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
す
る
場
合

ア

条
例
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
殊
危
険
物
質
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
物
質

(

以

下

｢

特
殊
危
険
物
質
等｣

と
い
う
。)

の
処
理
作
業
で
次
に
掲
げ
る
も
の

�

特
殊
危
険
物
質
等
に
対
し
て
直
接
行
う
検
知
、
鑑
識
、
鑑
定
、
収
容
、
除
去
そ
の
他

の
警
察
活
動
に
係
る
作
業

�

容
器
等
に
封
入
さ
れ
て
い
る
特
殊
危
険
物
質
等
に
対
し
て
行
う
鑑
識
、
収
容
、
移
動

等
の
作
業
で
、
特
殊
危
険
物
質
等
の
発
散
又
は
漏
洩
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

イ

条
例
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
殊
危
険
物
質
に
よ
る
被
害
の
危
険
が
あ
る
区
域

内
に
お
い
て
行
う
作
業

(

ア
に
掲
げ
る
処
理
作
業
を
除
く
。)

三

警
察
本
部
の
生
活
環
境
課
、
警
察
署
、
交
番
そ
の
他
の
派
出
所
又
は
駐
在
所
に
勤
務
す
る

警
察
職
員
が
、
火
薬
類
又
は
高
圧
ガ
ス
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
災
害
の

現
場
に
赴
き
、
火
薬
類
取
締
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号)

第
四
十
三
条
第
二

項
又
は
高
圧
ガ
ス
保
安
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号)

第
六
十
二
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
立
入
検
査

(

帳
簿
書
類
だ
け
の
検
査
の
場
合
は
除
く
。)

の
業
務
に
従
事
す
る
場

合
第
二
条
第
八
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中

｢

第
十
一
号｣

を

｢

第
十
号｣

に
改
め
、

｢
(

以
下

｢

潜
水
作
業｣

と
い
う
。)

｣

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
及
び
第
十
一

項
を
削
り
、
同
条
第
十
二
項
中

｢

第
十
四
号｣

を

｢

第
十
一
号｣

に
、

｢

、
第
二
号
、
第
四
号｣

を｢

か
ら
第
四
号
ま
で｣

に
、｢

第
十
号｣

を｢

第
九
号｣

に
改
め
、｢

以
下
同
じ
。｣

を
削
り
、

同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
二
号
の
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
支
給
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
警
察
職
員
が
回
転
翼
航
空
機
の
操
縦
又
は
整
備
の
業
務
に
従
事
す
る
場
合

ア

航
空
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号)

第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
事
業
用

操
縦
士
又
は
自
家
用
操
縦
士
の
資
格
を
有
す
る
職
員

イ

航
空
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
一
等
航
空
整
備
士
又
は
二
等
航
空
整
備
士
の
資
格
を

有
す
る
職
員

二

警
察
職
員
が
回
転
翼
航
空
機
に
搭
乗
し
、
次
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
す
る
場
合

ア

回
転
翼
航
空
機
の
操
縦
業
務

イ

回
転
翼
航
空
機
の
整
備
業
務

ウ

捜
索
救
難
、
犯
罪
の
捜
査
若
し
く
は
鎮
圧
、
警
備
又
は
交
通
の
取
締
り
に
関
す
る
業
務

エ

そ
の
他
人
事
委
員
会
が
認
め
る
業
務

11

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
三
号
の
手
当
は
、
警
察
職
員
が
次
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
す
る

場
合
に
支
給
す
る
。

一

豪
雨
等
異
常
な
自
然
現
象
若
し
く
は
大
規
模
な
火
事
等
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
た

箇
所
又
は
そ
の
周
辺
に
お
い
て
行
う
災
害
警
備
、
遭
難
救
助
若
し
く
は
通
信
施
設
の
臨
時
設

置
、
運
用
若
し
く
は
保
守
又
は
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員
会
の
認
め
る
も

の

青 森 県 報平成21年３月30日 月曜日 号外第22号 �



( )

二

山
岳
に
お
い
て
著
し
く
危
険
か
つ
困
難
な
状
況
の
下
で
行
う
遭
難
者
の
捜
索
又
は
救
助
の

作
業

第
二
条
第
十
三
項
を
削
り
、
同
条
第
十
四
項
中

｢

第
十
七
号｣

を

｢

第
十
四
号｣

に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
を
削
り
、
同
条
第
十
六
項
中

｢

第
十
九
号｣

を

｢

第

十
五
号｣
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中

｢

第
二
十
号｣

を

｢

第
十

六
号｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

｢

承
認
す
る｣

を

｢

認
め
る｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四

項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
を
削
り
、
同
条
第
十
九
項
中

｢

第
二
十
二
号｣

を

｢

第
十
七
号｣

に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
す
る
。

第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

手
当
額)

第
五
条

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
刑
事
警
備
作
業
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日

一
日
に
つ
き
五
百
六
十
円

(

少
年
補
導
職
員
が
当
該
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
三
百

四
十
円)

と
す
る
。

２

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
警
衛
警
護
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ

き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

天
皇
又
は
皇
后
、
皇
太
子
、
皇
太
子
妃
、
文
仁
親
王
若
し
く
は
悠
仁
親
王
の
警
衛

千
百

五
十
円

二

前
号
に
掲
げ
る
皇
族
以
外
の
皇
族
の
警
衛

六
百
四
十
円

三

警
護
要
則

(

平
成
六
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
八
号)

第
二
条
に
規
定
す
る
警
護
対

象
者
の
警
護

六
百
四
十
円

３

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
犯
罪
鑑
識
作
業
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日

に
つ
き
五
百
六
十
円(

専
ら
内
勤
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
二
百
八
十
円)
と
す
る
。

４

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
交
通
捜
査
取
締
等
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一

日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

交
通
事
件
、
違
反
等
の
捜
査
作
業

五
百
六
十
円

二

高
速
道
路
上
に
お
け
る
交
通
人
身
事
故
等
の
捜
査
作
業

八
百
四
十
円

三

一
般
道
路
上
に
お
け
る
交
通
人
身
事
故
等
の
捜
査
作
業

五
百
六
十
円

四

交
通
指
導
、
取
締
り
の
た
め
交
通
取
締
用
自
動
二
輪
車
を
運
転
す
る
作
業

五
百
六
十
円

五

交
通
指
導
、
取
締
り
の
た
め
交
通
取
締
用
四
輪
車
を
運
転
す
る
作
業

四
百
二
十
円

六

高
速
道
路
上
に
お
け
る
交
通
整
理
、
交
通
取
締
り
等
の
作
業

四
百
六
十
円

七

一
般
道
路
上
に
お
け
る
交
通
整
理
、
交
通
取
締
り
等
の
作
業

三
百
十
円

５

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
作
業
で
次
の
各
号
に
揚
げ
る
場
合
の
交
通

捜
査
取
締
等
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。

一

前
項
第
二
号
の
業
務
に
日
没
時
か
ら
日
の
出
時
ま
で
の
間
に
従
事
す
る
場
合

千
二
百
六

十
円

二

前
項
第
三
号
の
業
務
に
日
没
時
か
ら
日
の
出
時
ま
で
の
間
に
従
事
す
る
場
合

八
百
四
十

円

６

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の
警
ら
作
業
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ

き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

交
通
の
整
理
、
犯
罪
の
予
防
等
の
た
め
無
線
警
ら
車
を
運
転
す
る
作
業

四
百
二
十
円

二

犯
罪
の
予
防
等
の
た
め
に
行
う
警
ら
作
業
、
祭
り
等
に
お
け
る
雑
踏
警
備
又
は
重
要
な
施

設
の
警
戒
等
を
行
う
作
業

三
百
四
十
円

７

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
看
守
護
送
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ

き
二
百
八
十
円
と
す
る
。

８

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
七
号
の
死
体
取
扱
手
当
の
額
は
、
死
体
一
体
に
つ
き
千
六
百
円

(

死
体
解
剖
補
助
作
業
に
従
事
し
た
場
合
又
は
死
体
解
剖
補
助
作
業
以
外
の
心
身
に
著
し
い
負

担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
作
業
で
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
も
の
に
従
事
し
た
場
合
は
、

三
千
二
百
円)

と
す
る
。

９

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
八
号
の
夜
間
特
殊
業
務
手
当
の
額
は
、
勤
務
一
回
に
つ
き
、
七
百

三
十
円(

そ
の
勤
務
に
含
ま
れ
る
深
夜
に
お
け
る
勤
務
時
間
が
二
時
間
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
四
百
十
円)

と
す
る
。

10

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
九
号
の
爆
発
物
等
処
理
作
業
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

作
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

第
二
条
第
七
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業

作
業
一
回

(

二
以
上
の
作
業
に
従
事
し
た
と
し

て
も
、
容
疑
物
件
一
個
に
つ
い
て
は
、
作
業
一
回
と
す
る
。)

に
つ
き
五
千
二
百
円

二

第
二
条
第
七
項
第
二
号
ア
に
掲
げ
る
作
業

作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
千
六
百

円(

心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ

て
は
四
千
六
百
円)

三

第
二
条
第
七
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
作
業

作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百
五
十

円
四

第
二
条
第
七
項
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業

作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
円

11

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
号
の
潜
水
作
業
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
時
間
一
時
間

に
つ
き
、
潜
水
深
度
の
区
分
に
応
じ
て
次
の
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。
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12

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
一
号
の
緊
急
作
業
手
当
の
額
は
、
作
業
一
回
に
つ
き
千
二
百
四

十
円
と
す
る
。

13

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
二
号
の
航
空
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

第
二
条
第
十
項
第
一
号
ア
に
掲
げ
る
職
員

勤
務
一
月
に
つ
き
三
万
円

二

第
二
条
第
十
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

勤
務
一
月
に
つ
き
一
万
円

三

第
二
条
第
十
項
第
二
号
ア
に
掲
げ
る
業
務

回
転
翼
航
空
機
に
搭
乗
し
た
時
間

(

以
下

｢

搭
乗
時
間｣

と
い
う
。)

一
時
間
に
つ
き
五
千
百
円

四

第
二
条
第
十
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
業
務

搭
乗
時
間
一
時
間
に
つ
き
二
千
二
百
円

五

第
二
条
第
十
項
第
二
号
ウ
又
は
エ
に
掲
げ
る
業
務

搭
乗
時
間
一
時
間
に
つ
き
千
九
百
円

14

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
業
務
で
次
に
掲
げ
る
場
合
の
航
空
手
当
の

額
は
、
搭
乗
時
間
一
時
間
に
つ
き
、
同
項
第
三
号
の
業
務
に
あ
っ
て
は
、
六
千
六
百
三
十
円
、

同
項
第
四
号
の
業
務
に
あ
っ
て
は
、
二
千
八
百
六
十
円
、
同
項
第
五
号
の
業
務
に
あ
っ
て
は
、

二
千
四
百
七
十
円
と
す
る
。

一

前
項
第
三
号
の
業
務
に
日
没
時
か
ら
日
の
出
時
ま
で
の
間
に
従
事
す
る
場
合

二

前
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
業
務
に
従
事
す
る
場
合
で
、
飛
行
規
程
に
定
め
る
飛
行

回
避
領
域
内
で
行
わ
れ
る
場
合

(

離
陸
又
は
着
陸
を
除
く
。)

そ
の
他
人
事
委
員
会
が
著
し

く
危
険
な
も
の
と
認
め
る
場
合

15

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
三
号
の
災
害
応
急
警
備
等
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日

一
日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

第
二
条
第
十
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業

八
百
四
十
円

(

作
業
が
警
戒
区
域
等
で
行
わ

れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
額
に
そ
の
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額)

二

第
二
条
第
十
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業

五
百
六
十
円

16

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
四
号
の
核
物
質
輸
送
警
備
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日

一
日
に
つ
き
六
百
四
十
円
と
す
る
。

17

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
五
号
の
銃
器
犯
罪
捜
査
手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一

日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

第
二
条
第
十
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務

千
六
百
四
十
円

二

第
二
条
第
十
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務

千
百
円

三

第
二
条
第
十
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務

千
百
円

四

第
二
条
第
十
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務

八
百
二
十
円

五

第
二
条
第
十
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務

八
百
二
十
円

18

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
六
号
の
海
上
警
備
手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に

つ
き
五
百
円
と
す
る
。

19

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
十
七
号
の
用
地
買
収
交
渉
等
手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日

一
日
に
つ
き
三
百
円
と
す
る
。

(

手
当
の
減
額)

第
六
条

第
二
条
第
十
項
第
一
号
ア
に
規
定
す
る
職
員
が
一
の
月
に
お
い
て
、
勤
務
し
た
日
が
十

五
日
未
満
で
あ
る
場
合
の
そ
の
月
に
お
け
る
第
五
条
第
十
三
項
第
一
号
の
手
当
の
額
は
、
同
号

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ
き
千
五
百
円
と
し
て
計
算
し
て
得
た
額
と
す

る
。

２

第
二
条
第
十
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
職
員
が
一
の
月
に
お
い
て
、
勤
務
し
た
日
が
十
五
日

未
満
で
あ
る
場
合
の
そ
の
月
に
お
け
る
第
五
条
第
十
三
項
第
二
号
の
手
当
の
額
は
、
同
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
百
円
と
し
て
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

(

併
給
禁
止)

第
七
条

同
一
の
日
に
お
い
て
、
第
二
条
に
規
定
す
る
作
業
等

(

同
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第

九
項
に
規
定
す
る
作
業
等
を
除
く
。)

に
二
以
上
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
従
事
し

た
作
業
等
に
係
る
手
当
の
う
ち
最
も
多
額
の
も
の

(

最
も
多
額
の
も
の
が
二
以
上
あ
る
場
合
に

は
、
い
ず
れ
か
一
の
手
当
。)

の
み
を
支
給
す
る
。

第
九
条
中

｢

第
十
項｣

を

｢

第
十
三
項｣

に
、

｢

第
十
一
項｣

を

｢

第
十
四
項｣

に
改
め
る
。

(
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
〇

(

福
祉
業
務
現
業
手
当)

の
一
部
改
正)

第
六
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
〇(

福
祉
業
務
現
業
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

福
祉
業
務
手
当

第
一
条
中

｢

福
祉
業
務
現
業
手
当｣

を

｢

福
祉
業
務
手
当｣

に
改
め
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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水

深

度

の

区

分

手

当

額

二
十
メ
ー
ト
ル
ま
で

三
百
十
円

三
十
メ
ー
ト
ル
ま
で

七
百
八
十
円

三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き

千
五
百
円



( )
(

人
事
委
員
会
の
指
定
す
る
公
署)

第
二
条

条
例
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
指
定
す
る
公
署
は
、
地
域
県
民
局
、

福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
、
あ
す
な
ろ
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
、
さ
わ
ら
び
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー

及
び
こ
ど
も
自
立
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
と
す
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員)

第
三
条

条
例
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員

と
す
る
。

一

福
祉
事
務
所
に
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
現
業
を
行
う
所
員
及
び
指
導
監
督
を
行
う
所
員

二

児
童
相
談
所
に
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

ア

児
童
福
祉
司

イ

児
童
指
導
員
及
び
保
育
士

ウ

判
定
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
児
童
福
祉
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
又

は
第
二
号
に
該
当
す
る
者
若
し
く
は
二
年
以
上
判
定
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

三

あ
す
な
ろ
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
又
は
さ
わ
ら
び
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
職
員
の

う
ち
児
童
指
導
員
及
び
保
育
士

四

こ
ど
も
自
立
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
に
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
児
童
の
教
育
及
び
指
導
に
直
接

従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す
る
職
員

第
五
条
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中

｢

福
祉
業
務
現
業
手
当
実
績
簿｣

を

｢

福
祉
業
務
手
当
実
績
簿｣

に
改
め
、

同
条
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

手
当
の
減
額)

第
七
条

条
例
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員

(

短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。)

が
一
の
月
に

お
い
て
、
勤
務
し
た
日
が
十
五
日
未
満
で
あ
る
場
合
の
そ
の
月
に
お
け
る
手
当
の
額
は
、
次
に

掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

第
四
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職

員
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百

円
と
し
て
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

二

第
四
条
第
五
号
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、

第
五
条
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円
と
し
て
計
算
し

て
得
た
額
と
す
る
。

三

第
四
条
第
六
号
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、

第
五
条
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ
き
九
百
円
と
し
て
計
算
し

て
得
た
額
と
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務)

第
四
条

条
例
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一

前
条
第
一
号
の
職
員

生
活
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

の
規
定
に

よ
り
要
保
護
者
若
し
く
は
被
保
護
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
を
訪
問
し
面
接
し
て
行
う
指
導
、

相
談
若
し
く
は
調
査
の
業
務
又
は
児
童
福
祉
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

の

規
定
に
よ
り
援
護
若
し
く
は
育
成
の
措
置
を
要
す
る
者
等
を
訪
問
し
て
行
う
指
導
、
相
談
若

し
く
は
調
査
の
業
務

二

前
条
第
二
号
ア
の
職
員

要
保
護
児
童
の
相
談
、
調
査
、
指
導
及
び
措
置
の
業
務

三

前
条
第
二
号
イ
の
職
員

児
童
の
一
時
保
護
に
関
す
る
業
務

四

前
条
第
二
号
ウ
の
職
員

児
童
の
心
理
判
定
に
関
す
る
業
務

五

前
条
第
三
号
の
職
員

入
所
者
の
生
活
指
導
等
の
業
務

六

前
条
第
四
号
の
職
員

児
童
と
起
居
を
共
に
し
て
行
う
自
立
支
援
又
は
生
活
支
援
の
業
務

(

手
当
額)

第
五
条

手
当
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

条
例
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
が
、
前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
す
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円

二

条
例
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
が
、
前
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る

業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
勤
務
一
月
に
つ
き
一
万
二
千
六
百
円

(

地
方
公
務
員

法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時

間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
三
年
法

律
第
百
十
号)

第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条

の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

(

以
下

｢

短
時
間
勤
務
職
員｣

と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、
そ
の
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円)

三

条
例
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
が
、
前
条
第
五
号
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
す
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
勤
務
一
月
に
つ
き
一
万
二
千
六
百
円(

短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、

そ
の
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円)

四

条
例
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
が
、
前
条
第
六
号
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
す
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
勤
務
一
月
に
つ
き
一
万
八
千
九
百
円(

短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
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( )

そ
の
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
九
百
円)

五

条
例
第
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
職
員
が
、
前
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定
す
る

業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円

(
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
四

(

職
業
訓
練
指
導
員
手
当)

の
一
部
改
正)

第
七
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
四

(

職
業
訓
練
指
導
員
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中

｢
第
十
条
の
五｣

を

｢

第
十
一
条
、
第
十
二
条｣

に
改
め
る
。

第
二
条
中

｢

第
十
条
の
四｣

を

｢

第
十
一
条｣

に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

手
当
額)

第
三
条

手
当
の
額
は
、
勤
務
一
月
に
つ
き
一
万
八
千
九
百
円

(

地
方
公
務
員
法

(

昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め

る
職
員
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
三
年
法
律
第
百
十
号)

第
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤

務
を
し
て
い
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ
き
九
百
円)

と
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

支
給
額
の
決
定)

第
六
条

任
命
権
者
は
、
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
確
認
の
う
え
、
支
給
額
を
決
定

す
る
と
と
も
に
、
職
業
訓
練
指
導
員
手
当
実
績
簿
を
作
成
し
、
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
記
録
し
、
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
統
合

庶
務
シ
ス
テ
ム

(

通
信
機
器
及
び
通
信
回
線
に
よ
り
相
互
に
接
続
さ
れ
た
電
子
計
算
機
、
印
刷

装
置
等
の
複
合
体
を
利
用
し
て
行
う
職
員
の
服
務
に
関
す
る
届
出
等
に
係
る
業
務
処
理
の
体
系

を
い
う
。)

を
使
用
し
て
記
録
し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
を
し
た
も
の
と
み
な

す
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
三

(

衛
生
検
査
手
当)

の
一
部
改
正)

第
八
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
三

(

衛
生
検
査
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中

｢

条
例
第
十
七
条
の
六
の｣

を
削
り
、
同
条
中

｢

地
域
県
民
局
の
地
域
健

康
福
祉
部
、
保
健
所
又
は｣

を
削
り
、

｢

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
七
月
青

森
県
条
例
第
三
十
七
号
。
以
下

｢

給
与
条
例｣

と
い
う
。)

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
給
料
の
調
整

額｣

を

｢

条
例
第
十
七
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
り
食
肉
衛
生
検
査
手
当｣

に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中

｢

の
各
号｣

を
削
り
、
同
項
第
一
号
中

｢

一
万
七
千
三
百
円｣

を

｢

六
千
三

百
円

(

地
方
公
務
員
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に

規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

(

平

成
三
年
法
律
第
百
十
号)

第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
同
法
第
十

七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

(

以
下

｢

短
時
間
勤
務
職
員｣

と
い
う
。)

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
円)

｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢

二
百
三
十
円｣

を

｢

三
百
円｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

手
当
の
減
額)

第
四
条

条
例
第
十
七
条
の
六
の
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員

(

短
時
間
勤
務
職

員
を
除
く
。)

が
一
の
月
に
お
い
て
、
同
条
の
作
業
に
従
事
し
た
日
が
十
五
日
未
満
で
あ
る
場

合
の
そ
の
月
に
お
け
る
手
当
の
額
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
作
業
に
従
事
し
た

日
一
日
に
つ
き
三
百
円
と
し
て
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
〇

(

夜
間
看
護
手
当)

の
一
部
改
正)

第
九
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
〇

(

夜
間
看
護
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

手
当
額)

第
二
条

手
当
の
額
は
、
勤
務
一
回
に
つ
き
千
六
百
円
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
六

(

狂
犬
病
予
防
等
作
業
手
当)

の
一
部
改
正)

第
十
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
六

(

狂
犬
病
予
防
等
作
業
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
中

｢

四
百
三
十
円｣

を

｢

三
百
円｣

に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
七

(

病
害
虫
防
除
手
当)

の
一
部
改
正)

第
十
一
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
七(

病
害
虫
防
除
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
事
務)

第
二
条

条
例
第
十
七
条
の
十
九
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
事
務
は
、
植
物
防
疫
法

(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
一
号)

第
三
十
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
、
有

害
動
物
又
は
有
害
植
物
の
発
生
を
予
察
す
る
た
め
の
現
地
調
査
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中

｢

勤
務
一
月
に
つ
き
一
万
五
千
百
円｣

を

｢

作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ

き
三
百
円｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
四
条
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
八

(

家
畜
診
療
手
当)

の
一
部
改
正)
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( )

第
十
二
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
八

(

家
畜
診
療
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中

｢

一
万
六
千
二
百
円｣

を

｢

一
万
二
千
六
百
円

(

地
方
公
務
員
法

(

昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占

め
る
職
員
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
三
年
法
律
第
百
十
号)

第
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務

を
し
て
い
る
職
員

(

以
下

｢

短
時
間
勤
務
職
員｣

と
い
う
。)

に
つ
い
て
は
、
勤
務
し
た
日
一
日

に
つ
き
六
百
円)

｣
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

手
当
の
減
額)

第
四
条

条
例
第
十
七
条
の
二
十
一
に
規
定
す
る
職
員

(

短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。)

が
一
の

月
に
お
い
て
、
勤
務
し
た
日
が
十
五
日
未
満
で
あ
る
場
合
の
そ
の
月
に
お
け
る
手
当
の
額
は
、

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円
と
し
て
計
算
し
て
得
た
額
と

す
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
六

(

用
地
買
収
交
渉
等
手
当)

の
一
部
改
正)

第
十
三
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
六

(

用
地
買
収
交
渉
等
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
中

｢

六
百
五
十
円｣

を

｢

三
百
円｣

に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
一
七

(

公
害
等
調
査
手
当)

の
一
部
改
正)

第
十
四
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
一
七

(

公
害
等
調
査
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員)

第
二
条

条
例
第
十
七
条
の
三
十
九
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る

職
員
と
す
る
。

一

地
域
県
民
局
、
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
原
子
力
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
職
員
で
人

事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
は
、
地
域
県
民
局
の
地
域
連
携
部
、
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
原

子
力
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
条
例
第
十
七
条
の
六
に
規
定
す
る
作
業
に
従
事
す
る

こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員

(

研
究
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
者
に
限
る
。)

以
外
の
職
員

と
す
る
。

二

地
域
県
民
局
に
勤
務
す
る
職
員
で
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
は
、
地
域
県
民
局
の
地
域

連
携
部
に
勤
務
す
る
職
員
と
す
る
。

第
三
条
中

｢

の
各
号｣

を
削
り
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

大
気
汚
染
防
止
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号)

、
水
質
汚
濁
防
止
法

(

昭
和
四

十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号)

そ
の
他
の
公
害
の
防
止
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
立
入

検
査
等
又
は
測
定
の
業
務
で
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
は
、
本
庁
環
境
政
策
課
、
本
庁
原

子
力
安
全
対
策
課
若
し
く
は
本
庁
県
境
再
生
対
策
室
に
勤
務
す
る
職
員
又
は
前
条
第
一
号
に

規
定
す
る
職
員
が
、
出
張
し
て
行
う
ば
い
煙
、
ふ
ん
じ
ん
、
ガ
ス
、
臭
気
、
水
質
、
汚
水
、

廃
液
、
騒
音
、
振
動
、
土
壌
等
の
検
査
若
し
く
は
測
定
又
は
公
害
防
止
施
設
の
整
備
に
関
す

る
工
場
等
に
お
け
る
技
術
指
導
の
業
務
及
び
前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
の
う
ち
地
域
県

民
局
の
地
域
連
携
部
に
勤
務
す
る
職
員
が
、
検
査
室
に
お
い
て
行
う
健
康
を
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
有
害
ガ
ス
の
発
生
を
伴
う
化
学
的
検
査
の
業
務
と
す
る
。

二

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号)

第
十

九
条
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
業
務
で
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
は
、
本
庁
環
境
政
策

課
若
し
く
は
本
庁
県
境
再
生
対
策
室
の
職
員
又
は
前
条
第
二
号
に
規
定
す
る
職
員
が
行
う
立

入
検
査
の
業
務
の
う
ち
、
帳
簿
書
類
の
検
査
以
外
の
業
務
と
す
る
。

第
四
条
中

｢

二
百
三
十
円｣

を

｢

三
百
円｣

に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
三
五

(

実
習
指
導
手
当)

の
一
部
改
正)

第
十
五
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
三
五(

実
習
指
導
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

第
十
七
条
の
四
十
五
、
第
十
七
条
の
四
十
六｣

を

｢

第
十
七
条
の
四
十
一
、
第
十

七
条
の
四
十
二｣

に
改
め
る
。

第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員)

第
二
条

条
例
第
十
七
条
の
四
十
一
第
二
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員
は
、
校
長
、

教
頭
及
び
総
務
課
の
職
員
以
外
の
職
員
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務)

第
三
条

条
例
第
十
七
条
の
四
十
一
第
一
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務
は
、
地
上

十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
所
に
お
い
て
救
助
又
は
消
火
活
動
の
訓
練
に
従
事
す
る
業
務
と
す
る
。

２

条
例
第
十
七
条
の
四
十
一
第
二
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務
は
、
前
条
に
定

め
る
職
員
が
、
機
械
・
器
具
等
を
使
用
し
て
実
技
を
通
し
て
農
業
に
関
す
る
実
習
に
従
事
す
る

業
務
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
除
く
。

一

講
義
室
又
は
実
験
室
で
行
う
業
務

二

正
規
の
勤
務
時
間
外
に
行
う
動
物
の
飼
育
又
は
機
械
、
器
具
等
の
維
持
及
び
管
理
の
業
務

三

監
督
業
務
又
は
引
率
業
務

(

手
当
額)
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( )

第
四
条

手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

条
例
第
十
七
条
の
四
十
一
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日

一
日
に
つ
き
三
百
円

二

条
例
第
十
七
条
の
四
十
一
第
二
号
に
規
定
す
る
職
員
の
う
ち
、
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を

常
例
と
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
勤
務
一
月
に
つ
き
六
千
三
百
円

(

地
方
公
務
員
法

(

昭
和

二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の

職
を
占
め
る
職
員
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
三
年
法
律
第
百
十

号)

第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に

よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

(

以
下

｢

短
時
間
勤
務
職
員｣

と
い
う
。)

に
つ
い
て

は
、
そ
の
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
円)

三

条
例
第
十
七
条
の
四
十
一
第
二
号
に
規
定
す
る
職
員
の
う
ち
、
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を

常
例
と
す
る
職
員
以
外
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
円

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

手
当
の
減
額)

第
五
条

条
例
第
十
七
条
の
四
十
一
第
二
号
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員

(

短

時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。)

が
一
の
月
に
お
い
て
、
勤
務
し
た
日
が
十
五
日
未
満
で
あ
る
場
合

の
そ
の
月
に
お
け
る
手
当
の
額
は
、
前
条
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
し
た
日
一
日

に
つ
き
三
百
円
と
し
て
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
七
〇

(

災
害
応
急
作
業
等
手
当)

の
一
部
改
正

第
十
六
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
七
〇

(

災
害
応
急
作
業
等
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中

｢

第
十
七
条
の
五
十
五
、
第
十
七
条
の
五
十
六｣

を

｢

第
十
七
条
の
四
十
三
、
第
十

七
条
の
四
十
四｣

に
改
め
る
。

第
二
条
中

｢

第
十
七
条
の
五
十
五｣

を

｢

第
十
七
条
の
四
十
三｣

に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務)

第
三
条

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
四
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務
は
、
火
薬

類
又
は
高
圧
ガ
ス
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
災
害
の
現
場
に
赴
い
て
行
う
火

薬
類
取
締
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号)

第
四
十
三
条
第
一
項
又
は
高
圧
ガ
ス
保

安
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号)

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査

(

帳
簿
書
類
だ
け
の
検
査
の
場
合
は
除
く
。)

の
業
務
と
す
る
。

２

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
五
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ

る
業
務
と
す
る
。

一

災
害
対
策
業
務

二

傷
病
者
の
緊
急
搬
送

三

前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
業
務

３

条
例
第
十
七
条
の
四
十
四
第
二
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務
は
、
飛
行
中
の

回
転
翼
航
空
機
か
ら
降
下
し
て
行
う
業
務
又
は
そ
の
補
助
業
務
と
す
る
。

第
四
条
を
第
五
条
と
し
、
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

手
当
額)

第
四
条

手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
作
業
に
従
事
し
た
職
員

に
つ
い
て
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

(

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
同

条
第
三
号
の
作
業
の
う
ち
同
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
作
業
に
相
当
す
る
作
業
が
日
没

時
か
ら
日
出
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

に
三
百
円
を
加
算
し
た
額)

と
す
る
。

�

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
一
号
及
び
第
二
号
の
作
業

次
の
ア
及
び
イ
に
掲
げ
る
作

業
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
及
び
イ
に
定
め
る
額

ア

巡
回
監
視

三
百
円

イ

応
急
作
業
又
は
応
急
作
業
の
た
め
の
災
害
状
況
の
調
査

六
百
円

�

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
三
号
の
作
業

六
百
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、

任
命
権
者
が
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
る
額

二

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
四
号
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
業

務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
円
と
す
る
。

三

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
五
号
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
前

条
第
二
項
の
業
務
に
よ
り
回
転
翼
航
空
機
に
搭
乗
し
た
時
間(

以
下｢

搭
乗
時
間｣

と
い
う
。)

一
時
間
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。

�

前
条
第
二
項
の
業
務

千
九
百
円

�

前
条
第
三
項
の
業
務

二
千
四
百
七
十
円

(

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
一
〇

(

職
員
の
修
学
部
分
休
業)

の
一
部
改
正)

第
十
七
条

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
一
〇

(

職
員
の
修
学
部
分
休
業)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。
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( )

第
二
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

福
祉
業
務
手
当

第
二
条
第
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五

号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

食
肉
衛
生
検
査
手
当

第
二
条
第
一
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。七

実
習
指
導
手
当

第
二
条
第
一
項
中
第
八
号
及
び
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
八
号
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
一
一

(
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業)

の
一
部
改
正)

第
十
八
条

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
一
一

(

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

福
祉
業
務
手
当

第
二
条
第
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五

号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

食
肉
衛
生
検
査
手
当

第
二
条
第
一
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。七

実
習
指
導
手
当

第
二
条
第
一
項
中
第
八
号
及
び
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
八
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
八

(

給
料
表
の
適
用
範
囲)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
八

(

給
料
表
の
適
用
範
囲)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
八

(

給
料
表
の
適
用
範
囲)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中

｢

養
護
教
諭｣

の
下
に

｢

、
栄
養
教
諭｣

を
加
え
、
同
項
第
四
号
中

｢

又
は
養
護
教
諭｣

を

｢

、
養
護
教
諭
又
は
栄
養
教
諭｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
二
号
中

｢

養
護
教
諭｣

の
下
に

｢

、
栄
養
教
諭｣

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中

｢

又
は
養
護
教
諭｣

を

｢

、
養
護
教
諭
又
は
栄
養
教
諭｣

に
改
め
る
。

第
六
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
削
り
、
第
八

号
を
第
四
号
と
し
、
第
九
号
を
第
五
号
と
す
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

こ
の
規
則
に
よ
り
難
い
場
合
の
措
置)

第
十
条

特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
の
規
則
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
こ
の
規
則
の
規
定
に

よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
別
に
人
事
委
員
会
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
又
は
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九

(

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九

(

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準)

の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九

(

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
の
教
育
職
給
料
表
�
級
別
標
準
職
務
表
二
級
の
項
中

｢

教
諭
又
は
養
護
教
諭｣

を

｢

教

諭
、
養
護
教
諭
又
は
栄
養
教
諭｣

に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
研
究
職
給
料
表
級
別
標
準
職
務
表
四
級
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
教
育
職
給
料
表
�
級
別
資
格
基
準
表
の
表
及
び
別
表
第
六
の
教
育
職
給
料
表
�
初
任
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四

級

特
に
高
度
の
知
識
経
験
に
基
づ
き
相
当
の
範
囲
に
わ
た
る

研
究
の
調
整
、
指
導
等
を
行
う
職
務



( )
｢

養
護
教
諭

給
基
準
表
の
表
中

｢

養
護
教
諭｣

を

に
改
め
る
。

栄
養
教
諭｣

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
一(

へ
き
地
手
当
等)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
一

(
へ
き
地
手
当
等)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
一

(

へ
き
地
手
当
等)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中

｢

百
分
の
二
十
五｣

を

｢
百
分
の
十
二｣

に
、

｢

百
分
の
二
十｣

を

｢

百
分
の

十｣

に
、

｢

百
分
の
十
六｣

を

｢

百
分
の
八｣

に
、

｢
百
分
の
十
二｣

を

｢

百
分
の
六｣

に
、

｢

百

分
の
八｣

を｢

百
分
の
四｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢
百
分
の
四｣

を｢

百
分
の
二｣

に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中｢

(

当
該
異
動
等
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
際
そ
の
有
す
る
技
術
、

経
験
等
に
照
ら
し
、
三
年
を
超
え
て
引
き
続
き
異
動
等
の
直
後
の
学
校
に
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
任
命
権
者

(

そ
の
委
任
を
受
け
た
者
を
含
む
。)

が
認
め
た
職
員
に
あ
つ
て
は
六
年)

｣

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

｢

異
動
等
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
間
は
百
分
の
四
、

同
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
に
達
し
た
後
は｣

を
削
る
。

別
表
第
一
の
小
学
校
の
表
中

｢

孫

内

小

学

校

青
森
市
大
字
孫
内
字
山
科
一
七

を

修

斉

小

学

校

弘
前
市
大
字
十
面
沢
字
赤
坂
一
の
一

｣

｢

修

斉

小

学

校

弘
前
市
大
字
十
面
沢
字
赤
坂
一
の
一

｣

に
、

｢

戸

鎖

小

学

校

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
鷹
架
字
後
川
目

四
二
の
四

尻

屋

小

学

校

下
北
郡
東
通
村
大
字
尻
屋
字
念
仏
間
三

七
の
一

尻

労

小

学

校

下
北
郡
東
通
村
大
字
尻
労
字
高
倉
三
八

の
一

を

小
田
野
沢
小
学
校

下
北
郡
東
通
村
大
字
小
田
野
沢
字
南
通

五
五
の
二

老

部

小

学

校

下
北
郡
東
通
村
大
字
白
糠
字
前
田
二
〇

白

糠

小

学

校

下
北
郡
東
通
村
大
字
白
糠
字
下
馬
坂
八

一
の
一

｣

｢

戸

鎖

小

学

校

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
鷹
架
字
後
川
目

に
改
め
る
。

四
二
の
四

｣

別
表
第
二
の
小
学
校
の
表
中

｢

奥

内

小

学

校

む
つ
市
大
字
奥
内
字
中
野
四
〇

を

下

繁

田

小

学

校

つ
が
る
市
稲
垣
町
下
繁
田
磯
松
一
四
一

｣
｢

奥

内

小

学

校

む
つ
市
大
字
奥
内
字
中
野
四
〇

｣

に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
中
学
校
の
表
中

｢

近

川

中

学

校

む
つ
市
大
字
奥
内
字
江
豚
沢
一
の
二

を

木

造

西

中

学

校

つ
が
る
市
木
造
越
水
屏
風
山
三

｣

｢

近

川

中

学

校

む
つ
市
大
字
奥
内
字
江
豚
沢
一
の
二

｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
中
学
校
の
表
中

｢

島

守

中

学

校

八
戸
市
南
郷
区
大
字
島
守
字
馬
場
三
七

を

館

岡

中

学

校

つ
が
る
市
木
造
館
岡
上
沢
辺
一
四
四
の
二
一｣

｢

島

守

中

学

校

八
戸
市
南
郷
区
大
字
島
守
字
馬
場
三
七

｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二

(

初
任
給
調
整
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二

(

初
任
給
調
整
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二

(

初
任
給
調
整
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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( )

３

条
例
第
七
条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職
は
、
医
療
職
給
料
表
�
の
適
用
を
受
け
る
職

員
の
職
で
獣
医
師
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
六
号)

に
規
定
す
る
獣
医
師
免
許
を
有
す

る
者
を
も
つ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

職
員
の
範
囲)

第
三
条

条
例
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
初
任
給
調
整
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
は
、
次

に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
に
採
用
さ
れ
た
職
員
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
に
採
用

さ
れ
た
職
員

(

医
師
法

(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号)

に
規
定
す
る
医
師
免
許
証
又
は

歯
科
医
師
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号)

に
規
定
す
る
歯
科
医
師
免
許
証
を
有
す
る

者
に
限
る
。)

で
あ
つ
て
、
そ
の
採
用
が
、
学
校
教
育
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号)

に
規
定
す
る
大
学

(

以
下

｢

大
学｣
と
い
う
。)

卒
業
の
日
か
ら
三
十
七
年

(

医
師
法
に
規
定

す
る
臨
床
研
修

(

第
六
条
に
お
い
て

｢

臨
床
研
修｣

と
い
う
。)

を
経
た
者
に
あ
つ
て
は
三
十

九
年
、
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
に
よ
る
改
正
前
の
医
師
法
に
規
定
す
る
実
地
修
練

(

第
六
条
に
お
い
て

｢

実
地
修
練｣

と
い
う
。)
を
経
た
者
に
あ
つ
て
は
三
十
八
年)

を
経
過

す
る
ま
で
の
期
間

(

旧
専
門
学
校
令

(

明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号)

に
よ
る
専
門
学
校

等
で
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
を
卒
業
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
こ
れ

に
準
ず
る
期
間
。
以
下

｢

経
過
期
間｣

と
い
う
。)

内
に
行
わ
れ
た
も
の
と
す
る
。

二

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
職
に
採
用
さ
れ
た
職
員
で
あ
つ
て
、
そ
の
採
用
が
、
大
学
卒
業
の

日
か
ら
十
六
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
内
に
行
わ
れ
た
も
の
と
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中

｢

前
条｣

を

｢

前
条
第
一
号｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
条
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
新
た
に
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
こ
と

と
な
つ
た
職
員

第
五
条
中

｢

三
十
五
年｣

の
下
に

｢
(

第
三
条
第
二
号
及
び
前
条
第
三
号
に
規
定
す
る
職
員
に
あ

つ
て
は
、
十
五
年
。
以
下
同
じ
。)

｣

を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
中

｢

期
間
の
区
分｣

の
下
に

｢
(

第
二
条
第
三
項
の
職
を
占
め
る
職
員
に
あ
つ
て

は
、
獣
医
師
法
に
規
定
す
る
獣
医
師
免
許
を
取
得
し
た
日
以
後
の
期
間
の
区
分)

｣

を
、

｢

こ
の
場

合
に
お
い
て｣

の
下
に

｢

、
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
職
を
占
め
る
職
員
で
あ
つ
て｣

を
加
え

る
。別

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
表
(第
六
条
関
係
)

職
員
の
区
分

期
間
の
区
分

１
項
職
員

２
項
職
員
３
項
職
員

１
種

２
種

３
種

４
種

５
種

１
年

未
満

円
410,900

円
365,500

円
306,000

円
249,100

円
183,100

円
50,000

円
30,000

１
年
以
上
２
年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

50,000
29,000

２
年
以
上
３
年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

50,000
28,000

３
年
以
上
４
年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

50,000
27,000

４
年
以
上
５
年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

50,000
26,000

５
年
以
上
６
年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

50,000
25,000

６
年
以
上
７
年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

48,200
24,000

７
年
以
上
８
年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

46,400
23,000

８
年
以
上
９
年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

44,600
22,000

９
年
以
上
10年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

42,800
21,000

10年
以
上
11年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

41,000
18,000

11年
以
上
12年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

39,200
15,000

12年
以
上
13年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

37,400
12,000

13年
以
上
14年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

35,600
9,000

14年
以
上
15年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

34,200
6,000

15年
以
上
16年
未
満
410,900

365,500
306,000

249,100
183,100

32,800
16年
以
上
17年
未
満
406,500

361,500
302,700

246,500
181,500

31,400
17年
以
上
18年
未
満
402,100

357,500
299,400

243,900
179,900

30,000
18年
以
上
19年
未
満
397,700

353,500
296,100

241,300
178,300

28,600
19年
以
上
20年
未
満
393,300

349,500
292,800

238,700
176,700

27,200
20年
以
上
21年
未
満
388,900

345,500
289,500

236,100
175,100

25,800
21年
以
上
22年
未
満
369,600

328,700
275,800

224,100
165,900

25,200
22年
以
上
23年
未
満
349,900

311,600
261,800

212,300
156,200

24,600
23年
以
上
24年
未
満
330,700

295,000
248,400

200,300
147,100

23,700
24年
以
上
25年
未
満
311,400

278,100
234,600

188,600
137,500

23,100
25年
以
上
26年
未
満
292,000

261,300
221,000

176,800
128,300

22,500
26年
以
上
27年
未
満
269,400

240,600
203,400

162,500
117,400

21,900
27年
以
上
28年
未
満
247,200

220,300
186,400

148,200
107,000

21,300
28年
以
上
29年
未
満
224,900

200,000
169,200

134,000
96,700

20,600
29年
以
上
30年
未
満
202,200

179,300
151,600

119,700
85,800

20,300
30年
以
上
31年
未
満
177,500

157,500
133,700

104,800
75,200

19,900
31年
以
上
32年
未
満
152,700

135,600
115,500

90,000
64,200

19,300
32年
以
上
33年
未
満
128,200

114,000
97,700

74,900
53,800

18,500
33年
以
上
34年
未
満

90,200
82,200

71,700
55,800

39,700
17,600

34年
以
上
35年
未
満

55,000
52,500

47,500
37,500

26,500
16,900

備
考１

こ
の
表
に
お
い
て
｢１
項
職
員
｣
と
は
､
第
２
条
第
１
項
の
職
を
占
め
る
職
員
を
､

｢２
項
職
員
｣
と
は
､
同
条
第
２
項
の
職
を
占
め
る
職
員
を
､
｢３
項
職
員
｣
と
は
､
同

条
第
３
項
の
職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
｡

２
こ
の
表
に
お
い
て
期
間
の
区
分
欄
に
掲
げ
る
年
数
は
､
１
項
職
員
及
び
２
項
職
員
に
あ

つ
て
は
採
用
の
日
又
は
第
４
条
第
１
号
若
し
く
は
第
２
号
の
職
員
と
な
つ
た
日
以
後
の
期

間
､
３
項
職
員
に
あ
つ
て
は
獣
医
師
免
許
を
取
得
し
た
日
以
後
の
期
間
を
示
す
｡

３
こ
の
表
に
お
い
て
｢１
種
｣
と
は
､
第
２
条
第
１
項
第
１
号
の
職
を
占
め
る
職
員
を
､

｢２
種
｣
と
は
､
同
項
第
２
号
の
職
を
占
め
る
職
員
を
､
｢３
種
｣
と
は
､
同
項
第
３
号

の
職
を
占
め
る
職
員
を
､
｢４
種
｣
と
は
､
同
項
第
４
号
の
職
を
占
め
る
職
員
を
､
｢５

種
｣
と
は
､
同
項
第
５
号
の
職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
｡



( )

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
五

(

宿
日
直
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
五

(

宿
日
直
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
五

(
宿
日
直
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

又
は
警
察
署｣

を

｢

、
警
察
署
又
は
警
察
学
校｣

に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
号
中

｢
(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
七

(

管
理
職
手
当)

の
規
定
に
よ
る
管

理
職
手
当
に
係
る
区
分
が
一
類
、
二
類
、
三
類
、
四
類
又
は
五
類
の
職
を
占
め
る
職
員
の
行
う
も
の

に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
円)

｣

を
削
り
、
同
項
第
三
号
中

｢

及
び
第
二
号｣

を
削
り
、
同
項
第
四

号
中

｢

前
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号｣

を

｢

前
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で｣

に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
七

(

管
理
職
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
七

(

管
理
職
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
七

(

管
理
職
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
知
事
の
事
務
部
局
の
項
中｢

環
境
再
生
調
整
監｣

、｢

工
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長｣

、

｢

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長｣

、｢

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
所

長｣

、｢

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長｣

及
び

｢

工
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
八
戸
地
域
技
術
研
究

所
長｣

を
削
り
、｢

高
等
技
術
専
門
校
長｣

の
下
に｢

(

区
分
八
類
の
も
の
を
除
く
。)

｣

を
加
え
、

｢

弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
が
る
校
長｣

、

｢

八
戸
工
科
学
院
三
沢
校
長｣

、

｢

農
林
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
21
あ
お
も
り
所
長｣

、｢

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
試
験
場
長｣

、

｢

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
林
業
試
験
場
長｣

、｢

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
長｣

、

｢

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
内
水
面
研
究
所
長｣

、

｢

ふ
る
さ
と
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長｣

、

｢

ふ
る
さ
と
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
下
北
ブ
ラ
ン
ド
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
所
長｣

、｢

ふ
る
さ
と
食
品

研
究
セ
ン
タ
ー
農
産
物
加
工
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長｣

及
び

｢

農
業
大
学
校
長｣

を
削
り
、

｢

建
築
工

事
総
括
検
査
監｣

を

｢

環
境
再
生
調
整
監｣

に
、

｢

上
北
地
域
県
民
局
地
域
健
康
福
祉
部
保
健
総
室

次
長｣

を

｢

歯
科
衛
生
推
進
監｣

に
改
め
、

｢
(

区
分
九
類
の
も
の
を
除
く
。)

｣

、

｢

総
括
研
究

管
理
監｣

、

｢

工
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
次
長｣

、

｢

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
次
長｣

、

｢

農
林

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
総
務
室
長｣

、

｢

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
総
合
企
画
室
長｣

及
び

｢

ふ
る
さ

と
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
総
合
企
画
室
長｣

を
削
り
、

｢

地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
家
畜
保
健
衛

生
所
長｣

の
下
に

｢
(

区
分
十
類
の
も
の
を
除
く
。)

｣

を
加
え
、

｢

東
青
地
域
県
民
局
地
域
農
林

水
産
部
青
森
地
方
水
産
業
改
良
普
及
所
長｣

を
削
り
、

｢

原
子
力
セ
ン
タ
ー
所
長｣

を

｢

原
子
力
セ
ン
タ
ー
所
長

む
つ
高
等
技
術
専
門
校
長

に
改
め
、

｢

工
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
弘
前
地
域
技
術
研
究
所
長｣

、

病
害
虫
防
除
所
長

｣

｢

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
畑
作
園
芸
試
験
場
長｣

、

｢

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
試
験
場

県
南
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長｣

、

｢

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
試
験
場
長｣

、

｢

農
林
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
試
験
場
和
牛
改
良
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長｣

及
び｢

ふ
る
さ
と
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー

農
産
物
加
工
指
導
セ
ン
タ
ー
つ
が
る
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
所
長｣

を
削
り
、

｢

副
参
事｣

を

｢

副
参
事

に
改
め
、

｢

設
備
工
事
検
査
監｣

、

｢

医
療
指
導
監｣

、

｢

税
務
調
査
監｣

及
び

｢

知
事
秘
書｣

(

区
分
七
類
の
も
の
を
除
く
。)

｣

を
削
り
、

｢

保
健
医
長｣

を

｢

東
青
地
域
県
民
局
地
域
健
康
福

祉
部
こ
ど
も
相
談
総
室
次
長｣

に
改
め
、

｢

歯
科
衛
生
推
進
監｣

、

｢

監
査
指
導
監｣

、

｢

地
域
県

民
局
地
域
整
備
部
次
長(

職
務
の
級
行
政
職
給
料
表
六
級
の
も
の
に
限
る
。)

｣

、｢

工
事
調
整
監｣

、

｢

研
究
調
整
監｣

、

｢

工
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
総
合
企
画
室
長｣

、

｢

総
務
管
理
監｣

、

｢

農
林

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整
室
長｣

、

｢

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
室
長｣

、

｢

農

林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
畑
作
園
芸
試
験
場
病
害
虫
防
除
室
長｣

、｢

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
次
長｣

、

｢

ふ
る
さ
と
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
次
長｣

及
び

｢

農
業
大
学
校
教
頭｣

を
削
り
、

｢

東
青
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
青

｢

十
和
田
食
肉
衛
生
検
査
所
三
戸
支
所
長

森
地
方
水
産
業
改
良
普
及
所
長

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
試
験
場

を

下
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
む
に
改
め
、

和
牛
改
良
資
源
セ
ン
タ
ー
所
長

｣

つ
家
畜
保
健
衛
生
所
長

十
和
田
食
肉
衛
生
検
査
所
三
戸
支
所
長｣

青 森 県 報平成21年３月30日 月曜日 号外第22号 ��



( )

同
表
議
会
の
事
務
部
局
の
項
中

｢

を

｣

｢

に
改
め
、
同
表
監
査
委
員
の
事
務
部
局
の

｣

｢

項
中

を

｣

｢

に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
の
事
務
部
局

｣

の
項
中

｢

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
準
備
室
長｣

を

｢

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
全

国
高
校
総
体
推
進
室
長｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
六

(

農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
六

(

農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
六

(

農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中

｢

満
た
し
て
い
る
者｣

の
下
に

｢
(

条
例
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
管
理
職
手
当
の
支

給
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。)

｣

を
加
え
、
同
条
第
三
号
中

｢

で
あ
つ
て｣

を

｢

で
あ
っ
て｣

に
改

め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中

｢

支
給
割
合
等｣

を

｢

月
額｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

｢

支
給
割
合
は
、

百
分
の
八

(

条
例
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
管
理
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百

分
の
四)

｣

を

｢

月
額
は
、
一
万
二
千
六
百
円

(

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
こ
の
額
に

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

(

平
成
七
年
七
月
青
森
県
条
例
第
十
六
号)

第
二
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除

し
て
得
た
数
を
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
こ
の
額
に
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例

(

平
成
四
年
三
月
青
森
県
条
例
第
五
号)

第
十
七
条

(

同
条
例
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
項
本
文
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。)

｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五

(

地
域
手
当)

等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五

(

地
域
手
当)

等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五

(

地
域
手
当)

の
一
部
改
正)

第
一
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五

(

地
域
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
宮
城
県
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
愛
知
県
の
項
中

｢

刈

谷

市｣

を
削
る
。

(
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五

(

調
整
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

平
成
十
八
年
三
月
三

十
一
日
公
布)

の
一
部
改
正)

第
二
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
五

(

調
整
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

平
成
十
八
年
三

月
三
十
一
日
公
布)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
中

｢
百
分
の
十
三｣

を

｢

百
分
の
十
四｣

に
改
め
る
。

附
則
別
表
中

｢

百
分
の
十
六｣

を

｢

百
分
の
十
七｣

に
、｢

百
分
の
十
三｣

を

｢

百
分
の
十
四｣

青 森 県 報�������	
� ��� 号外第22号�


埼

玉

県

さ
い
た
ま
市

三

級

地

総
括
副
参
事

課
長
図
書
室
長

参
事

七
類

六
類

五
類

課
長

六
類

総
括
副
参
事

課
長
事
務
局
次
長

七
類
六
類
四
類

課
長

六
類



( )

｢

｢

に
、

を

に
改
め

｣

｣

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
一
一

(

特
地
勤
務
手
当
等)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
一
一

(

特
地
勤
務
手
当
等)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
一
一

(

特
地
勤
務
手
当
等)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中

｢

特
地
勤
務
手
当
基
礎
額｣

を

｢

給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額｣
に
、

｢

百
分

の
二
十
五｣

を

｢

百
分
の
十
二｣

に
、

｢

百
分
の
二
十｣

を

｢

百
分
の
十｣

に
、

｢

百
分
の
十
六｣

を

｢

百
分
の
八｣

に
、

｢

百
分
の
十
二｣

を

｢

百
分
の
六｣

に
、

｢

百
分
の
八｣

を

｢

百
分
の
四｣

に
、

｢

百
分
の
四｣

を

｢

百
分
の
二｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中

｢
(

当
該
異
動
等
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
際
人
事
委
員
会
の
定

め
る
条
件
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
六
年)

｣

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

｢

同
項
に
規
定
す
る

異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
日

(

職
員
が
当
該
異
動
に
よ
り
そ
の
日
前
一
年
以
内
に
在
勤
し
て
い
た
公

署
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合

(

人
事
委
員
会
が
定
め
る
場
合
に
限
る
。)

に
は
、
そ
の
日
前

の
人
事
委
員
会
が
定
め
る
日
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

に
受
け
て
い
た｣

を
削
り
、

｢

次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
等
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
支
給
割
合｣

を

｢

百
分
の

二｣

に
改
め
、

｢
(

そ
の
額
が
現
に
受
け
る
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
百
分
の
六
を

乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額)

｣

を
削
り
、
同
項
の
表
を
削
り
、
同
条
第
三
項
及
び

第
四
項
を
削
る
。

別
表
第
一
中

｢

む
つ
警
察
署
岩
屋
警
察

下
北
郡
東
通
村
大
字
岩
屋
字
往
来

官
駐
在
所

一
七
二

を

野
辺
地
警
察
署
泊
警
察

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
泊
字
川
原

官
駐
在
所

一
五
八
の
三

｣

｢

む
つ
警
察
署
岩
屋
警
察

下
北
郡
東
通
村
大
字
岩
屋
字
往
来

に
、

官
駐
在
所

一
七
二

｣

｢

下
北
教
育
事
務
所
社
会

下
北
郡
大
間
町
大
字
大
間
字
大
間

を

教
育
主
事
大
間
町
駐
在

九
一

｣

｢

西
北
教
育
事
務
所
社
会

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
岩
崎
字
松

に
改
め
る
。

教
育
主
事
深
浦
町
駐
在

原
五
一
の
七

｣

別
表
第
二
中

｢

さ
わ
ら
び
医
療
療
育
セ
ン

弘
前
市
大
字
中
別
所
字
平
山
一
六
八

ン
タ
ー

を

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

東
津
軽
郡
平
内
町
大
字
茂
浦
字
月
泊
一
〇

増
養
殖
研
究
所

｣

｢

さ
わ
ら
び
医
療
療
育
セ
ン

弘
前
市
大
字
中
別
所
字
平
山
一
六
八

に
改
め
る
。

ン
タ
ー

｣

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
三
三

(

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
三
三

(

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
三
三

(

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

青 森 県 報平成21年３月30日 月曜日 号外第22号 ��

百
分
の
六

百
分
の
九

仙

台

市

刈

谷

市

豊

田

市

福

岡

市

百
分
の
六

百
分
の
九

百
分
の
十

百
分
の
十
一

仙

台

市

豊

田

市

福

岡

市

さ
い
た
ま
市



( ) 青 森 県 報�������	
� ��� 号外第22号�

別
表
第
一
教
育
職
給
料
表
�
の
適
用
を
受
け
る
者
(第
４
条
関
係
)

職
員
の

区
分

職
務
の
級

号
給

１
級

２
級

３
級

４
級

再任用職員以外の職員

１
か
ら

４
ま
で

3,900円
4,200円

8,400円
13,500円

５
か
ら

８
ま
で

4,100
4,500

8,800
13,800

９
か
ら

12ま
で

4,200
4,700

9,100
14,100

13か
ら

16ま
で

4,400
5,000

9,800
14,400

17か
ら

20ま
で

4,700
5,200

10,100
14,800

21か
ら

24ま
で

4,900
5,500

10,400
15,100

25か
ら

28ま
で

5,100
5,800

10,700
15,300

29か
ら

32ま
で

5,400
6,000

11,100
15,500

33か
ら

36ま
で

5,600
6,200

11,400
15,800

37か
ら

40ま
で

5,800
6,600

11,700
15,900

41か
ら

44ま
で

6,100
7,100

11,900
45か
ら

48ま
で

6,300
7,400

12,200
49か
ら

52ま
で

6,600
7,700

12,600
53か
ら

56ま
で

6,800
8,300

12,900
57か
ら

60ま
で

7,000
8,600

13,200
61か
ら

64ま
で

7,200
8,900

13,500
65か
ら

68ま
で

7,400
9,600

13,700
69か
ら

72ま
で

7,700
9,900

14,000
73か
ら

76ま
で

7,900
10,200

14,200
77か
ら

80ま
で

8,100
10,500

14,400
81か
ら

84ま
で

8,200
10,800

14,600
85か
ら

88ま
で

8,400
11,100

14,800
89か
ら

92ま
で

8,500
11,400

14,900
93か
ら

96ま
で

8,700
11,600

15,100
97か
ら
100ま

で
8,800

11,800
101か

ら
104ま

で
9,000

12,200
105か

ら
108ま

で
9,100

12,400
109か

ら
112ま

で
9,200

12,600
113か

ら
116ま

で
9,200

12,900
117か

ら
120ま

で
9,400

13,100
121か

ら
124ま

で
9,500

13,300
125か

ら
128ま

で
9,600

13,400
129か

ら
132ま

で
13,600

133か
ら
136ま

で
13,700

137か
ら
140ま

で
13,900

141か
ら
144ま

で
14,000

145か
ら
149ま

で
14,100

再
任
用

職
員

6,300
7,700

10,100
12,900

別
表
第
二
教
育
職
給
料
表
�
の
適
用
を
受
け
る
者
(第
４
条
関
係
)

職
員
の

区
分

職
務
の
級

号
給

１
級

２
級

３
級

４
級

再任用職員以外の職員

１
か
ら

４
ま
で

3,900円
5,000円

10,100円
13,500円

５
か
ら

８
ま
で

4,100
5,200

10,400
13,800

９
か
ら

12ま
で

4,200
5,500

10,700
14,100

13か
ら

16ま
で

4,400
5,800

11,100
14,400

17か
ら

20ま
で

4,700
6,000

11,400
14,800

21か
ら

24ま
で

4,900
6,200

11,700
15,100

25か
ら

28ま
で

5,100
6,600

11,900
15,300

29か
ら

32ま
で

5,400
7,100

12,200
15,500

33か
ら

36ま
で

5,600
7,400

12,600
15,800

37か
ら

40ま
で

5,800
7,700

12,900
15,900

41か
ら

44ま
で

6,100
8,300

13,200
45か
ら

48ま
で

6,300
8,600

13,500
49か
ら

52ま
で

6,600
8,900

13,700
53か
ら

56ま
で

6,800
9,600

14,000
57か
ら

60ま
で

7,000
9,900

14,200
61か
ら

64ま
で

7,200
10,200

14,400
65か
ら

68ま
で

7,400
10,500

14,600
69か
ら

72ま
で

7,700
10,800

14,800
73か
ら

76ま
で

7,900
11,100

14,900
77か
ら

80ま
で

8,100
11,400

15,100
81か
ら

84ま
で

8,200
11,600

85か
ら

88ま
で

8,400
11,800

89か
ら

92ま
で

8,500
12,200

93か
ら

96ま
で

8,700
12,400

97か
ら
100ま

で
8,800

12,600
101か

ら
104ま

で
9,000

12,900
105か

ら
108ま

で
9,100

13,100
109か

ら
112ま

で
9,200

13,300
113か

ら
116ま

で
9,200

13,400
117か

ら
120ま

で
9,400

13,600
121か

ら
124ま

で
9,500

13,700
125か

ら
128ま

で
9,600

13,900
129か

ら
132ま

で
9,700

14,000
133か

ら
136ま

で
9,800

14,100
137か

ら
140ま

で
9,900

14,100
141か

ら
144ま

で
9,900

145か
ら
148ま

で
10,100

149か
ら
152ま

で
10,200

153
10,300

再
任
用

職
員

6,300
7,700

10,100
12,900



( )

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
四

(

放
射
線
取
扱
手
当)

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
四

放
射
線
取
扱
手
当

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
七
月
青
森
県
条

例
第
三
十
九
号
。
以
下

｢

条
例｣

と
い
う
。)
第
十
七
条
の
十
三
、
第
十
七
条
の
十
四
及
び
第
二

十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
放
射
線
取
扱
手
当

(
以
下

｢

手
当｣

と
い
う
。)

に
関
し
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
の
指
定
す
る
公
署)

第
二
条

条
例
第
十
七
条
の
十
三
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
指
定
す
る
公
署
は
、
地
域
県
民
局
、

保
健
所
、
あ
す
な
ろ
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
及
び
さ
わ
ら
び
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
が
定
め
る
場
合)

第
三
条

条
例
第
十
七
条
の
十
三
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
が
定
め
る
場
合
は
、
月
の
初
日
か
ら
末

日
ま
で
の
間
に
外
部
放
射
線
を
被
ば
く
し
、
そ
の
実
効
線
量
が
百
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
で

あ
っ
た
こ
と
が
医
療
法
施
行
規
則

(

昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号)

第
三
十
条
の
十
八
第

二
項
に
定
め
る
測
定

(

同
項
第
一
号
た
だ
し
書
に
よ
る
も
の
を
除
く
。)

に
よ
り
認
め
ら
れ
た
場

合
と
す
る
。

(

手
当
額)

第
四
条

手
当
の
額
は
、
前
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
月
一
月
に
つ
き
六
千

三
百
円
と
す
る
。

(

支
給
額
の
決
定)

第
五
条

任
命
権
者
は
、
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
確
認
の
う
え
、
支
給
額
を
決
定
す

る
と
と
も
に
、
放
射
線
取
扱
手
当
実
績
簿
を
作
成
し
、
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
記

録
し
、
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
統
合
庶

務
シ
ス
テ
ム

(

通
信
機
器
及
び
通
信
回
線
に
よ
り
相
互
に
接
続
さ
れ
た
電
子
計
算
機
、
印
刷
装
置

等
の
複
合
体
を
利
用
し
て
行
う
職
員
の
服
務
に
関
す
る
届
出
等
に
係
る
業
務
処
理
の
体
系
を
い
う
。)

を
使
用
し
て
記
録
し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
五

(

食
肉
衛
生
検
査
手
当)

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
五

食
肉
衛
生
検
査
手
当

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
七
月
青
森
県
条

例
第
三
十
九
号
。
以
下

｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
十
七
条
の
十
五
、
第
十
七
条
の
十
六
及
び
第
二

十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
肉
衛
生
検
査
手
当

(

以
下

｢

手
当｣

と
い
う
。)

に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

手
当
額)

第
二
条

手
当
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

条
例
第
十
七
条
の
十
六
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
勤
務
一
月
に
つ
き
一
万
八

千
九
百
円

(

地
方
公
務
員
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
二
十
八
条
の
五
第

一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律

(

平
成
三
年
法
律
第
百
十
号)

第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
及

び
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員(

以
下｢

短
時
間
勤
務
職
員｣

と
い
う
。)

に
あ
っ
て
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
九
百
円)

二

条
例
第
十
七
条
の
十
六
第
二
号
に
規
定
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日

に
つ
き
九
百
円

(

条
例
第
十
七
条
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
六
百
円)

(

手
当
の
減
額)

第
三
条

条
例
第
十
七
条
の
十
六
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員

(

短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。)

が
一

の
月
に
お
い
て
、
勤
務
し
た
日
が
十
五
日
未
満
で
あ
る
場
合
の
そ
の
月
の
手
当
の
額
は
、
前
条
第

一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
し
た
日
一
日
に
つ
き
九
百
円
と
し
て
計
算
し
て
得
た
額
と
す
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( )

る
。

(

支
給
額
の
決
定)

第
四
条

任
命
権
者
は
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
確
認
の
う
え
、
支
給
額
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、
食
肉
衛
生
検
査
手
当
実
績
簿
を
作
成
し
、
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
記

録
し
、
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
統
合
庶

務
シ
ス
テ
ム

(
通
信
機
器
及
び
通
信
回
線
に
よ
り
相
互
に
接
続
さ
れ
た
電
子
計
算
機
、
印
刷
装
置

等
の
複
合
体
を
利
用
し
て
行
う
職
員
の
服
務
に
関
す
る
届
出
等
に
係
る
業
務
処
理
の
体
系
を
い
う
。)

を
使
用
し
て
記
録
し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
六

(

犯
則
取
締
等
手
当)

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
六

犯
則
取
締
等
手
当

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
七
月
青
森
県
条

例
第
三
十
九
号
。
以
下

｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
十
七
条
の
三
十
七
、
第
十
七
条
の
三
十
八
及
び

第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
犯
則
取
締
等
手
当

(

以
下

｢

手
当｣

と
い
う
。)

に
関
し
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
務)

第
二
条

条
例
第
十
七
条
の
三
十
七
第
一
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
務
は
、
職
員
が

司
法
警
察
員
と
し
て
行
う
職
務
の
う
ち
捜
査

(

事
務
的
作
業
を
除
く
。)

又
は
被
疑
者
の
逮
捕
と

す
る
。

(

人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務)

第
三
条

条
例
第
十
七
条
の
三
十
七
第
三
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
業
務
は
、
検
査
の

妨
害
を
行
う
者
や
度
重
な
る
指
導
に
よ
っ
て
も
違
反
状
態
を
改
善
し
な
い
者
等
へ
の
立
入
検
査
の

業
務
そ
の
他
職
員
の
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
も
の
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
業
務
と
す
る
。

(

手
当
額)

第
四
条

手
当
の
額
は
、
職
務
又
は
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円
と
す
る
。

(

支
給
額
の
決
定)

第
五
条

任
命
権
者
は
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
確
認
の
う
え
、
支
給
額
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、
犯
則
取
締
等
手
当
実
績
簿
を
作
成
し
、
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
記
録

し
、
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
統
合
庶

務
シ
ス
テ
ム

(

通
信
機
器
及
び
通
信
回
線
に
よ
り
相
互
に
接
続
さ
れ
た
電
子
計
算
機
、
印
刷
装
置

等
の
複
合
体
を
利
用
し
て
行
う
職
員
の
服
務
に
関
す
る
届
出
等
に
係
る
業
務
処
理
の
体
系
を
い
う
。)

を
使
用
し
て
記
録
し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
七

(

特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
の
調
整)

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
七

特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
の
調
整

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
七
月
青
森
県
条

例
第
三
十
九
号
。
以
下

｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
十
七
条
の
四
十
五
及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
の
調
整
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

支
給
の
調
整)

第
二
条

条
例
第
三
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
及
び
第
十
七
条
の
六
か
ら
第
十
七
条
の
四
十
四
ま
で
に

規
定
す
る
特
殊
勤
務
手
当

(

以
下

｢

手
当｣

と
い
う
。)

の
う
ち
、
月
額
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る

職
員
に
つ
い
て
は
、
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
九
五

(

食
肉
衛
生
検
査
手
当)

第
二
条
第
二
号
に

定
め
る
も
の
を
除
き
、
他
の
手
当
を
支
給
し
な
い
。

第
三
条

職
員
が
同
一
の
日
に
お
い
て
、
手
当
が
支
給
さ
れ
る
業
務
等

(

月
額
の
手
当
に
係
る
も
の

を
除
く
。)

に
二
以
上
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
従
事
し
た
業
務
等
に
係
る
手
当
の
う

ち
最
も
多
額
の
も
の
の
み
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
他
の
手
当
は
支
給
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
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( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

い
て
、
最
も
多
額
の
も
の
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
い
ず
れ
か
一
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、

他
の
手
当
は
支
給
し
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八

(

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

佐
々
木

忠

一

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八

(
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇)

の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八

(

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中

｢

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
開
運
丸
及
び
青
鵬
丸
並
び
に｣

を
削
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中

｢

証
人｣

を

｢

裁
判
員
、
証
人｣
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中

｢

小

学
校｣

を

｢

中
学
校｣

に
改
め
、
同
項
第
二
十
二
号
中

｢

学
校
保
健
法｣
を

｢

学
校
保
健
安
全
法｣

に
、

｢

第
四
条｣

を

｢

第
十
一
条｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号

の
改
正
規
定
は
、
同
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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